
 

※ 読みやすくなりました。指摘はありません。 

 

 
① 「問題は・・・必要がある」となっており主語述語がおかしいです。途中で主語が変わ

っているので、文を一回切ると良いでしょう。また、ここで DX を示唆すると良いでし

ょう。→「・・・踏まえると、現状の問題はますます深刻になる。このような状況の中、

デジタル技術を活用するなど少ない・・・」 

② ここは課題を書くパートなので、解決策の例示は不要です。 

③ 上記と同様、接続詞（したがって）が欲しいです。スペースが足りないときは「よって」

が活躍しますよ。→「よって、省力化の観点から、医療分野・・・」 

 

① 

② 

③ 



 

④ 要介護度の上昇が主語なので、述部は受身ですね。→「抑制される」 

述部をそのままにしたい場合は、「上昇を」ですね。 

 

 

※ とても的確な理由です。指摘はありません。 

 

 

⑤ 高度解析とはどのような処理なのか、医療現場に即した具体的な例示が望まれます。 

⑥ エッジ層の特徴抽出とは何かがよく分からないため、初期処理のデータ量が多いのか

判断がつかないとともに、何をクラウドに転送するのかもよく分かりません。これも⑤

と同様に、具体化が望まれます。 

④ 

⑤ 

⑥ 



 
⑦ 後述にあるようなプロトコルの長所は、多くの情報を含めるためなのでしょうか。省電

力はともかく、軽量や非同期通信は「帯域の圧迫を避けるため」と表現した方がしっく

りきます。 

⑧ これらの内容は、すべて MQTT の説明になっています。MQTT を説明するより、具

体的な活用例を示した方が良いと思います（遠隔医療における MQTT の活用場面や、

IoMT の事例などを紹介）。また、結論のトラフィック改善に貢献できるは当然の帰結

なので、不要と考えます（トラフィック改善のための解決策なので当たり前）。 

 

 

⑨ 情報の重要度に応じとありますが、医療の例に即して、何を可逆にし、何を不可逆にす

るかを具体に示した方が良いでしょう。 

⑩ 「AI を活用して高圧縮技術を開発します」では、あまりにも抽象的です。開発を提案

するなら、具体的な方法論とセットでないと説得力は皆無です。例えば、「敵対的生成

ネットワークを用いて、送信側で画像をその内容を説明したテキストに符号化し、それ

を受信側で画像に復号する」といった具合に具体的な手法を示す必要があります。 

 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 



 

⑪ →「これにより」 

⑫ 裕度をもった設計を具体的に示しましょう。 

⑬ これの対策であることは、誰しもが理解できます。不要。 

 

 

※ 業務に即した取り組みが示されており、分かりやすくなっています。指摘はありません。 

⑪ 

⑫ 

⑬ 


